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富士通研究所知能システム研究部では,会話型エー

ジェントシステム SAGE (Smart AGent Environment)

[1]の研究開発を進めている. 研究開発では SAGEを

主に散在するデータベースやアプリケーション等の

異種情報源の仮想統合への応用に適用してきた.この

研究成果をもとに 1999年 8月に富士通がソフトウェ

ア製品 AGENTPRO [2]として製品化し ,出荷した.

以下に AGENTPRO の概要, および富士通研究所

知能システム研究部のその他のエージェント技術へ

の取り組みを紹介する.

1 AGENTPROの概要

この会話型エージェントシステム AGENTPROに

おけるエージェントたちは富士通が提供する CORBA

対応のミドルウェア製品 INTERSTAGE上で動作し ,

ACL (Agent Communication Language) メッセージを

用いて互いにやり取り (会話)する1. 主な適用分野は

企業内, 企業間に分散して存在しているデータベー

スやアプリケーションの仮想情報統合である.

製品では基本的に以下の図 1のような構成をとる.

この AGENTPROは会話型エージェントシステムの

利点を生かしつつ以下のような特徴を持つ.

� 既存資産であるデータベースやアプリケーショ

ンを情報源として容易にエージェント化するた

めのデータベースエージェントやアプリケーショ

ンエージェントを持つ.

� エージェント系へのユーザインタフェースを構

築するための APIを持つ.

� 情報源のエージェントはアドバタイズメッセー

ジなどを送ることにより,ファシリテータに情報
1ここでは DARPAの KSE (Knowledge Sharing Effort)プロジェ

クトから誕生した KQML (Knowledge Query and Manipulation Lan-
guage), KIF (Knowledge Interchange Format)からなるACLを用い
ている. 将来的に FIPA (Foundation of Intelligent Physical Agents)
の ACLにも対応することを予定している.
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図 1: エージェントシステムの構成: ユーザエージェ

ント,ファシリテータ (仲介エージェント),データベー

スエージェント,アプリケーションエージェントから

なる.これらのエージェントたちが ACLメッセージ

をやり取りしてサービスを提供する.

源の状態, メタデータを知らせることができる.

� ファシリテータはオントロジ2 やアドバタイズ

メッセージの情報に基づいて, 各エージェント

の違いを考慮したメッセージの仲介を行う.

� 通信基盤である CORBA システムと連携して

ネーミングサービスやセキュリティ機能などを

使用,提供する.

ただ単に物理的に分散しているものを統合するの

ではなく,もともと別々の起源を持つ情報源,あるい

は別々に運用管理されている情報源を統合するため

の各種機能を有している. これは変化の激しい企業

環境などで,各部署,各企業が情報源を独立に運用管

理しながらも, 変化に対応した形で統合した情報提

供が短い時間で可能になるという点で重要である.

AGENTPROの具体的な適用分野は以下の分野を

想定している.

企業内のナレッジマネジメント : 多数の DB ・Web

2エージェントが使う語彙体系のことである.
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サーバ・文書サーバの統合による情報・知識の

共有

既存システム統合: 新規業務と既存業務の一体化

企業間 EC /サプライチェーンマネジメント : 企 業

間の購買,調達,情報知識の統合と共有

消費者 EC,マッチングビジネス: 消費者向けのリア

ルタイムな情報提供,消費者の購買傾向による

推奨

実際の事例としては, 現在富士通内で展開してい

る「富士通全社 SE情報システム (FIND Future)」が

ある.

FIND Futureは富士通の SE, 4 万人に対し , SE 向

けの技術情報,製品情報,保守情報を提供するシステ

ムである. 利用者はキーワードとともに,カテゴリー/

グループを指定でき,エージェントが束ねた数十の

サーバを高速にアクセスできる. 既に 1998年 10月

から本運用に入っており, 現在は 1 日に数千人が利

用している.

その大きな評価は, 高速性 (80 %の要求が 2秒以

内に完了)と,各サーバが独立して運用可能なことに

よる運用性の高さである.

2 今後の研究開発 -オントロジ

今後のエージェントの研究開発としては, 現在の

エージェントシステムの機能,性能,運用性などの更

なる向上を考えている.

その中でもオントロジは重要であると考えている.

別々の起源の情報源に関して, オントロジを明確化

し ,異なるオントロジの間の変換を実現することは,

仮想情報統合にとって本質的である.

現在異なるオントロジを対応づけるビジュアルな

ツール OAT (Ontology Alignment Tool)を作成してお

り (図 2参照),このツールは将来的に AGENTPROに

含まれる予定である.

3 FIPA活動

エージェントに関する標準化団体 FIPAに関連し

た活動としては,以下のような項目を行なっている.

標準への提案: オントロジに関する提案や KIF の

FIPA Content言語への採用の提案などを行なっ

ている. KIFに関連した提案は FIPA 99の Con-

tent Language Libraryに採用される予定である.

図 2: OAT (Ontology Alignment Tool):ファイル,デー

タベースなどから読み込んだオントロジを左右に二

つ並べて,そのオントロジの要素を互いに GUIで対

応づけることができる.

相互運用性テスト : AGENTPROを FIPA対応に変更

したものと Comtec社の AP (Agent Platform)と

の間で相互運用性テストを進めている. AP間の

通信の実現と Comtec APへの登録の確認という

第一段階が終わっている.

4 まとめ

富士通研究所知能システム研究部のエージェント

技術への取り組みを,研究成果をもとに製品となった

AGENTPRO,オントロジを中心にした今後の研究開

発, FIPA活動を簡単に紹介した.

富士通研究所 知能システム研究部では今後も各

種の有用なソリューションを提供する基盤としての

エージェント技術の研究開発へ取り組んでいく予定

である.
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